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垂直型回転体

(57)i要約】   (修 正有 )
魏 題】簡単な構造でありながら風を受ける帆の面積を編i

単に大きくでき、微風でも一定量の風力を受ける事ができ

、また、風を受 |すたときの1lt部材の振動をFl]え る垂直型陣|

転体を提供する。

I解決手段】rlll詢

`材

141よ 、図面f手オi方向から風を受ける
と、 rl田 部 Slを 閉じる方向|二回転 してス トッパ 111に
当接部 143が 当接する。これにより主軸フレーム 121
、 131お よび主中1シャフト11に回転力を与え、tfL直型
回転体 10全体が1百1転する。ウlibl1 1 4の 中t羽 142は 、
ほぼ三角形状を有しているので、開田部 Slの大部分を塞
ぐことができ、イ敗風で 1)‐定量の風力を受ける事ができる

っ 当接書:143が ス |ヽ ッ′` 1 1 1と ―‐点で当接づ
~る
形J大な

ので、四角形状のものと比較して風を受けたときの帆部材
14の振動をIrlぇ ることができる。
I選択秋|】 隊11

【実用新察登録請求の範囲I I請求項 1】 流体の力を受
けて回転:する垂直型巨li云体において、 軒:,と がヽほぼ鈴直|■
設 :す られる回転白在な主軸シャフトと、 一端部が前記主
lllシャフ トの上部に設けられ、ほ|ゴ水平面に沿つて陣1転 自

在に設けられる第 1の主軸フレームと、 一端部が前記主
ll lシャフト・l前記和 の主軸フレームより「 方

に設けられ

、前記第 1の主軸フレームと対向しかつ一体に匡1転自・
~1`

設けられる第 2の主市山フレームと、 前記主義1シャフトの
‐
部に設けられるス トッパと、 前記流体の力を受けるこ
とにより、前記第 1の主 lflフ レームの他端部に設けら11る

第 1の支持都と前記第 2の主軸フレー′、の他端古卜|こ設けら
れる第 2の支持郭とを結ぶ軸,ど周 りに回転可能に設けられ
、かつ前記ス トッパと当接できる位離に頂.点を持つ形状を

有する帆部材と、 前記lll点に設けられ、前記主軸シャフ
トおよび前記主軸フレームで,形成される開口剖

`の

一南
`を

前
記1メ[部材が所定方向から塞いだときに前記ストッパに当接

することで前記ウl部材の回rl riを lLめ る当接部と、 を有す
ることを特徴とする垂i在型回転体‐,
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I技術分野]【 0001】 本考案は、瓜や水などの流体
の力を受けて回転する垂直型陣1転体に関する()のである。
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